
平成18年

553

八郎潟町はウエイトリフティング競技会場です。

町民体育祭
八郎潟町誕生50周年記念

第50回町民体育祭

2006 八郎潟町誕生

50周年

553

７
平成18年

sホームページ http://www.town.hachirogata.akita.jp

2006 八郎潟町誕生

50周年

町民体育祭
八郎潟町誕生50周年記念

第50回

６月４日、晴天の中、八郎潟小学校グラウンドで
町民多数参加で大盛況
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平
成
18
年
度
か
ら

　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が

変
わ
り
ま
す

平
成
18
年
度
か
ら

　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が

変
わ
り
ま
す

　
こ
こ
数
年
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
加
入
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
一
人
あ

た
り
の
医
療
費
の
増
加
及
び
課
税
所
得
の

低
下
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
財
源
不
足
が

生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
財
源
不
足
を
貯
金

（
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
）
の
取

り
崩
し
（
平
成
17
年
度
は
５
千
万
円
）
を

し
て
、
保
険
税
率
を
据
え
置
き
、
こ
れ
ま

で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基

金
を
今
年
度
も
３
千
万
円
を
予
算
計
上
し

て
お
り
、
こ
の
基
金
も
２
千
万
円
ま
で
減

少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
平
成
18
年
度
の
医
療
費
を
、
過
去
３
年

間
の
推
移
に
よ
り
試
算
し
、
現
行
の
税
率

で
計
算
し
た
税
額
で
比
較
し
ま
す
と
、
医

療
分
、
介
護
分
と
も
に
不
足
が
生
じ
ま
す
。

　
今
年
度
は
こ
の
不
足
額
を
税
率
な
ど
の

改
正
に
よ
り
、
確
保
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
改
正
は
医
療
分
、
介
護
分
の
両
方

で
次
の
と
お
り
で
す
。

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
負
担
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
皆
さ
ん
の
医
療
費
は
国
保
税
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
で
、
医
療
機
関
に

か
か
っ
た
と
き
、
３
割
（
年
齢
や
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
１
割
〜
２
割
）
の
支
払

い
で
す
む
よ
う
に
医
療
費
の
７
割
〜
９
割
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
約

半
分
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
納
め
る
国
民
健
康
保
険
税
で
ま
か
な
わ
れ
ま

す
。

◇
増
え
つ
づ
け
る
医
療
費
に
よ
り
保
険
税
の
改
正
が
必
要
で
す

◇
保
険
税
計
算
方
法

　
国
保
税
は
「
所
得
割
額
」
「
資
産
割
額
」
「
均
等
割
額
」
「
平
等

割
額
」
の
４
つ
を
合
算
し
て
算
定
し
ま
す
。
「
医
療
分
」
と
「
介
護

分
」
で
税
額
（
率
）
が
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
計
算
式
に
当

て
は
め
て
年
税
額
を
計
算
し
ま
す
。
40
歳
未
満
の
方
と
65
歳
以
上
の

方
は
、
医
療
分
と
介
護
分
の
合
算
し
た
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
中
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
医
療
分
と

介
護
分
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額
の
一
部
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
・
国
保
税
は
、
役
場
総
務
課
税
務
班
　
1
８
７
５
│
５
８
０
７

　
・
介
護
保
険
料
は
、
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
介
護
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
８
７
５
│
５
８
０
８

平
成
18
年
度
か
ら

　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が

変
わ
り
ま
す

一般被保険者�退職被保険者� 老人保健� 全　体�

 年度別にみた一人当たりの医療費の推移 （単位＝千円）

平成15年度

平成16年度

平成17年度

235 251 241

361 343
415

799 806 827

422 428 439

平成18年度　国民健康保険税率等改正表

課　税　の　対　象
医　療　分 介　護　分

※課税限度額は、一世帯が年間でこの金額を超えて支払うことはありません。

� 所得割� 前年の総所得金額から基礎控除を差し引いた額� 7.7%� 9.9%� 1.0%� 1.8%

� 資産割� 本年度の固定資産税額のうち土地家屋の税額� 35.0%� 改定なし � 7.0%� 改定なし 

� 均等割� 被保険者１人につき� 20,000円� 25,000円� 4,000円� 6,500円

� 平等割� 一世帯につき� 30,000円� 改定なし � 4,500円� 5,000円

�課税限度額�� 530,000円� 改定なし � 80,000円� 90,000円

改正前 改正後 改正前 改正後

○所得割…

（総所得額－33万円）×税率

　　　　　　＋

○資産割…固定資産税額×税率

　　　　　　＋

○均等割…加入者の人数×税額

　　　　　　＋

○平等割…定額

保険税計算式

◎年間税額

７月１日から７月31日まで

８月１日から８月31日まで

９月１日から10月31日まで

10月１日から10月31日まで

11月１日から11月30日まで

12月１日から12月25日まで

第１期

第２期

第４期

第６期

今年度から、国民健康保険
税と介護保険料の納期を４
期から６期に増やしました

　被保険者の１期当たりの納税額

を軽減しました。納期を守り納め

忘れのないようにしましょう。

第３期
（新設）

第５期
（新設）

期　　　間納　期
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
へ

　
〜
人
間
ド
ッ
ク
及
び
脳
ド
ッ
ク
の

　
助
成
を
行
い
ま
す
〜

　
今
年
度
か
ら
脳
ド
ッ
ク
も
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
対
象
者

　
30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
、
前

年
度
ま
で
の
国
保
税
が
完
納
さ
れ
て

い
る
方

◎
検
査
費
用

　
男
性
　
３
４，

０
０
０
円

　
女
性
　
３
７，

０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
婦
人
科
検
診
）

　
※
消
費
税
は
別
途
で
す
。

◎
助
成
金

　
費
用
の
90
％

　
　
（
３
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
）

◎
受
診
の
申
請
方
法

　
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
役
場
保
健

医
療
班
（
窓
口
番
号
２
番
）
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
定
員

　
40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

・
人
間
ド
ッ
ク
　
30
名

・
脳
ド
ッ
ク
　
　
10
名

※
ど
ち
ら
か
一
方
で
両
方
の
受
診
は

出
来
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
福
祉
課
保
険
医
療
班

　
1
８
７
５
│
５
８
１
３

住民税改正のお知らせ
税制改正により平成18年度から適用となる住民税の主な改正点は次のとおりです。�       

１．定率減税の縮減�       
        
　　定率減税が２分の１に縮減されます。�       

　　　　　　　　　　　　※平成19年度分以降の住民税については定率減税は廃止されます。�       

２．年齢65歳以上の方の課税制度の見直し�       

（１）公的年金等控除の見直し�       
　　年齢65歳以上の公的年金の所得控除額が変更されます。�       

　　　公的年金等に係る雑所得＝公的年金等の収入額×割合－控除額�       

　　◎平成16年分(平成17年度）以前　　　　　　　　　　　◎平成17年分（平成18年度）以後

�  
       

（２）老年者控除の廃止�      
　　年齢65歳以上の方で前年の合計所得が1,000万円以下の場合に適用される老年者控除（48万円）が廃止されます。

（３）年齢65歳以上の方に適用される非課税措置の廃止�      
　　年齢65歳以上の方で前年の合計所得が125万円以下の方にかかる非課税措置が廃止されます。�      
　　ただし、経過措置として平成17年１月１日現在で65歳以上の方で、かつ前年の合計所得が125万円以下の方につ
　いては、次のような税負担を緩和するための経過措置があります。

３．生計同一の妻に対する均等割非課税措置の廃止�      

　　均等割の納税義務を負う夫と生計を一にする妻に対する均等割非課税措置の廃止に伴う経過措置の終了により、
　均等割が課税されます。

◎問い合わせ先　　役場総務課税務班　　1875－5807（直通）

平成17年度まで� 所得割額の15％相当額（上限４万円）を控除�       
平成18年度� 所得割額の7.5％相当額（上限２万円）を控除�       

� 公的年金等の収入額� 割 合� 控 除 額
�公的年金等の収入額が1,400,000円までの場合は所得金額はゼロとなります。

�1,400,001円～2,599,999円まで� 100%�1,400,000円
�2,600,000円～4,599,999円まで� 75%� 750,000円
�4,600,000円～8,199,999円まで� 85%�1,210,000円
�8,200,000円以上� 95%�2,030,000円

� 公的年金等の収入額� 割 合� 控 除 額
�公的年金等の収入額が1,200,000円までの場合は所得金額はゼロとなります。

�1,200,001円～3,299,999円まで� 100%�1,200,000円
�3,300,000円～4,099,999円まで� 75%� 375,000円
�4,100,000円～7,699,999円まで� 85%� 785,000円
�7,700,000円以上� 95%�1,555,000円

平成17年度� 非課税
平成18年度� 均等割1,300円（町民税1,000円、県民税300円）　所得割額２／３減額
平成19年度� 均等割2,600円（町民税2,000円、県民税600円）　所得割額１／３減額
平成20年度～� 全額課税  均等割4,000円（町民税 3,000円、県民税 1,000円）＋所得割

平成16年度� 非課税
平成17年度� 経過措置として1/2課税�均等割2,000円（町民税1,500円、県民税　500円）
平成18年度以降� 全額課税� 均等割4,000円（町民税3,000円、県民税1,000円）
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八
郎
潟
町
議
会
６
月
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
案
等
を
可
決

八
郎
潟
町
議
会
６
月
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
案
等
を
可
決

６月定例会で議決された議案

　
６
月
４
日
、
八
郎
潟
町
町
制
施
行

50
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
第

50
回
町
民
体
育
祭
が
行
わ
れ
、
盛
況

の
中
で
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
好
天
に
も
恵
ま

れ
多
く
の
町
民
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
特
に
、

保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
と
保
護
者
に

よ
る
親
子
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
マ
ス
ゲ
ー

ム
の
光
景
に
観
客
の
皆
さ
ん
も
目
を

細
め
て
お
り
ま
し
た
。

　
町
有
地
売
却
処
分
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
北
都

銀
行
で
は
、
か
ね
て
よ
り
町
有
地
で

あ
る
湖
東
３
町
商
工
会
八
郎
潟
事
務

所
隣
接
地
へ
の
新
築
移
転
を
要
望
し

て
い
ま
し
た
が
、
商
工
会
八
郎
潟
事

務
所
の
日
常
勤
務
へ
の
支
障
が
な
い

土
地
利
用
方
法
等
、
銀
行
、
商
工
会
、

町
と
こ
れ
ま
で
協
議
を
重
ね
、
お
互

い
の
ご
理
解
と
合
意
が
整
い
５
月
11
日
、

株
式
会
社
北
都
銀
行
と
土
地
売
買
契

約
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

去
る
５
月
15
日
、
土
地
代
金
２
２，
３

０
０
千
円
が
入
金
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
財
政
基
盤
強
化
の
一
環
と
し
て
今

後
の
行
財
政
運
営
に
あ
た
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
栄
寿
苑
福
祉
会
老
人

保
健
施
設
の
町
有
地
の
処
分
に
つ
い
て
、

同
福
祉
会
と
数
回
に
わ
た
っ
て
話
し
合
っ

て
き
て
お
り
、
よ
う
や
く
購
入
の
意

向
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
と
し

て
も
適
正
な
価
格
を
提
示
し
、
早
期

に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
早
朝
総
合
健
診
に
つ
い
て
は
、
今

年
も
５
月
16
日
か
ら
31
日
ま
で
、
町

内
４
施
設
で
10
日
間
に
わ
た
り
昨
年

と
同
様
の
健
診
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

受
診
状
況
を
見
ま
す
と
、
総
数
１，
５

５
５
人
、
総
受
診
件
数
５，
４
１
５
件
、

主
な
も
の
と
し
て
基
本
健
診
１，
３
１

４
件
、
胃
部
検
診
８
２
４
件
、
肺
が

ん
検
診
４
１
１
件
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

総
数
で
は
０．
５
％
の
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
総
受
診
件
数
は
３．
９
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
健
康
管
理
は
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
よ
る
一
次
予
防
と
病
気
の
早
期
発

見
に
よ
る
治
療
の
二
次
予
防
が
基
本

対
策
で
あ
り
今
後
、
健
診
の
結
果
に

よ
り
受
診
勧
奨
、
健
康
教
室
・
個
別

相
談
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、

今
後
、
近
隣
町
村
で
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
場
合
、
障
害
程
度
区

分
の
審
査
判
定
業
務
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
各
町
村
で
の
単
独
設
置

で
は
、
審
査
件
数
等
を
考
え
る
と
効

率
性
が
悪
い
こ
と
や
、
審
査
会
委
員

の
確
保
な
ど
課
題
も
多
く
、
南
秋
田

郡
介
護
認
定
情
報
セ
ン
タ
ー
と
同
様

に
共
同
設
置
の
方
向
で
話
し
合
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
五
城
目
町
・
井
川
町
・

八
郎
潟
町
・
大
潟
村
の
４
町
村
で
南

秋
田
郡
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会

を
共
同
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
の
決
算
見

込
み
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、

計
数
の
整
理
中
で
す
が
、
歳
入
面
で

は
当
初
見
込
み
に
比
べ
地
方
交
付
税

の
増
額
等
に
よ
り
一
般
財
源
の
確
保

を
図
り
、
歳
出
面
で
は
各
種
事
業
等

の
効
率
的
執
行
と
経
費
の
節
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
平
成

18
年
度
へ
の
繰
越
金
は
、
概
ね
実
質

収
支
額
で
７
千
万
円
ほ
ど
の
見
込
み

で
す
。

　
八
郎
潟
町
議
会
６
月
定
例
会
に
お

い
て
、
昨
年
９
月
よ
り
１
名
の
欠
員

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
教
育
委
員
会

委
員
に
つ
い
て
、
同
意
を
求
め
る
議

案
が
提
出
さ
れ
、
伊
藤
律
子
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
の
任
期
は
、
７
月
１
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

▼
昭
和
16
年
10
月
18
日
生
ま
れ
▼
昭

和
35
年
３
月
聖
霊
女
子
短
期
大
学
付

属
高
等
学
校
卒
業
▼
昭
和
38
年
３
月

聖
園
幼
稚
園
教
諭
養
成
所
卒
業
▼
昭

和
39
年
４
月
南
秋
田
郡
天
王
町
追
分

幼
稚
園
▼
昭
和
44
年
４
月
八
郎
潟
町

立
八
郎
潟
幼
稚
園
▼
昭
和
62
年
９
月

秋
田
市
横
森
・
こ
ま
ど
り
幼
稚
園
▼
平

成
５
年
４
月
幼
稚
園
新
規
採
用
教
員

研
修
指
導
員
▼
平
成
11
年
４
月
八
郎

潟
町
中
央
児
童
館
▼
平
成
12
年
４
月

八
郎
潟
町
社
会
教
育
委
員
現
在
に
至

る
▼
平
成
16
年
４
月
八
郎
潟
町
立
八

郎
潟
小
学
校
学
校
評
議
員（
16
・
17
年
度
）

▼
平
成
18
年
４
月
八
郎
潟
町
社
会
福

祉
協
議
会
副
会
長
現
在
に
至
る
。 

八
郎
潟
町
議
会
６
月
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
案
等
を
可
決

　
八
郎
潟
町
議
会
６
月
定
例
会
は
６
月
７
日
か
ら
８
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
議

案
は
、
補
正
予
算
の
専
決
処
分
１
件
、
平
成
18
年
度
補
正
予
算
５
件
、
条
例
の

専
決
処
分
、
制
定
、
一
部
改
正
10
議
案
、
人
事
案
件
な
ど
合
わ
せ
て
17
議
案
が

上
程
さ
れ
、
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

土
橋
町
長
の
行
政
報
告
要
旨

◎八郎潟町町税条例の一部改正の専決処分
◎八郎潟町国民健康保険税条例の一部改正の専決処分
◎八郎潟町犯罪被害者等基本条例
◎八郎潟町高齢者生きがい生産活動センター条例の一部改
正

◎八郎潟町国民健康保険税条例の一部改正
◎八郎潟町介護保険条例の一部改正
◎八郎潟町立農家高齢者創作館設置条例の一部改正
◎南秋田郡障害程度区分認定審査会の共同設置
◎秋田県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の
減少及び秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更

◎秋田県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数
の減少

◎平成18年度一般会計補正予算（第一号）
◎平成18年度国民健康保険補正予算（第一号）
◎平成18年度上水道特別会計補正予算（第一号）
◎平成18年度下水道事業特別会計補正予算（第一号）
◎平成18年度介護保険特別会計補正予算（第一号）
◎八郎潟町教育委員会委員の任命につき同意を求めること
について

◎八郎潟町議会委員会条例の一部改正
◎平成17年度八郎潟町公共下水道事業特別会計繰越明許費
繰越計算書の報告

伊 藤 律 子 さん

教
育
委
員
に
新
任
の
伊
藤
律
子
さ
ん
を
選
任

※一般質問等については「議会だより」をご覧ください。

６月定例会で議決された議案
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20
区
町
内
会 

優 

勝

20
区
町
内
会 

優 

勝

20
区
町
内
会 

優 

勝

　
６
月
４
日
、
第
50
回
町
民
体
育

祭
が
八
郎
潟
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
郎
潟
町
誕
生
50
周
年
を
祝
う

か
の
よ
う
な
晴
天
の
も
と
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事

に
全
種
目
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
町
民
体
育
祭
に
は
、
来

年
開
催
さ
れ
る
秋
田
わ
か
杉
国
体

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ス

ギ
ッ
チ
」
も
応
援
に
か
け
つ
け
、

子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
第
50
回
の
優
勝
を

勝
ち
取
っ
た
の
は
20
区
町
内
会
。

白
熱
し
た
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　◎
体
育
祭
成
績

・
優
　
勝
　
20
区

・
準
優
勝
　
７
区

・
３
　
位
　
18
区

・
４
　
位
　
29
区

・
５
　
位
　
８
区

・
６
　
位
　
32
区

◎
サ
ポ
ー
タ
ー
賞

　
８
区
、
27
区
、
32
区

第
50
回
町
民
体
育
祭

八
郎
潟
町
誕
生

50
周
年
記
念
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男
性
学
・
女
性
学
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式

八
郎
潟
町
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
対
策
会
議
開
催

　
６
月
４
日
、
八
郎
湖
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
が
湖
岸
周
辺
の
６
市
町
村
で

一
斉
に
実
施
さ
れ
、
本
町
で
は
６
９

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
八
郎
湖
の
水
質
保
全
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

本
町
で
は
川
口
地
区
か
ら
三
倉
鼻
ま

で
の
湖
岸
と
馬
場
目
川
等
の
流
入
河

川
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　
早
朝
５
時
か
ら
行
わ
れ
た
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
、
町
内
会
や
八
郎

湖
漁
協
自
主
管
理
協
議
会
、
商
工
会

青
年
部
、
釣
り
団
体
、
八
郎
湖
守
ろ

う
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

堤
防
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
・

空
き
ビ
ン
、
ま
た
、
岸
に
流
れ
着
い

た
流
木
な
ど
も
拾
い
集
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
約

４
ト
ン
。
不
法
投
棄
も
ま
だ
ま
だ
後

を
絶
た
な
い
よ
う
で
す
。

　
八
郎
湖
の
豊
か
な
環
境
を
守
る
た

め
に
も
、
「
ゴ
ミ
は
捨
て
ず
に
持
ち

帰
る
」
な
ど
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を

守
り
た
い
も
の
で
す
。

　
５
月
29
日
、「
八
郎
潟
町
地
域
安
全

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
対
策
会
議
」
が

五
城
目
警
察
署
の
主
催
に
よ
り
ロ
マ

ン
の
里
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
藤
里
町
で
男
子
児
童
が

殺
害
さ
れ
る
と
い
う
悲
惨
な
事
件
が

発
生
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
事
件

が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

子
ど
も
の
安
全
確
保
体
制
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
の
目
的
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
会
長
、
子
供
会
役

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
関
係
者
な
ど
の
代
表
者
約
90
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
五
城
目
警
察
署
地
域

課
長
高
橋
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
、
続
い

て
、
10
区
、
21
区
、
29
区
、
32
区
、

34
区
町
内
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
防
犯
隊
、
八
郎
潟
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
子
ど
も
見
守
り
隊
の
グ
ル
ー
プ
の

代
表
よ
り
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

パ
ト
ロ
ー
ル
状
況
の
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
子
ど
も
の
安

全
確
保
強
化
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
集
団
下
校
の
時
に
あ
わ
せ

て
防
災
無
線
を
流
し
て
ほ
し
い
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
の
防
犯
に
対
す
る
意
識
向
上

へ
ま
す
ま
す
の
強
化
を
誓
い
合
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　
５
月
26
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
男
性
学
・
女
性
学

セ
ミ
ナ
ー
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
日
的
課
題
に

対
応
す
る
学
習
機
会
の
拡
大
と
活
動

の
助
長
を
図
る
目
的
で
開
催
す
る
も

の
で
す
。

　
第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
秋
田

地
方
検
察
庁
事
務
局
よ
り
、
局
長
の

大
井
明
さ
ん
を
始
め
と
す
る
３
名
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
、
「
裁
判
員
制

度
」
に
つ
い
て
講
話
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
は
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

の
講
座
、
自
然
観
察
会
、
調
理
実
習
、

裁
判
所
の
見
学
な
ど
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

共
催
で
、
伝
統
芸
能
や
歴
史
発
見
講

座
、
地
域
の
自
然
み
な
お
し
体
験
講

座
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
５
月
28
日
、
幼
稚
園
年
長
園
児
と

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
親

子
交
通
安
全
教
室
が
太
平
自
動
車
学

校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
午
前
９
時
か
ら
教
習
コ
ー

ス
に
お
い
て
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
交
差
点
の
巻
き
込
み
事
故
の
実
演

が
行
わ
れ
、
激
し
く
倒
さ
れ
る
自
転

車
を
目
の
当
た
り
に
し
、
園
児
た
ち

は
事
故
の
怖
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
教
習
コ
ー
ス
を
利
用
し
て

交
通
指
導
隊
や
警
察
署
員
の
方
々
か

ら
「
正
し
い
交
差
点
・
踏
切
の
渡
り

方
」
な
ど
の
指
導
も
行
わ
れ
、
親
子

と
も
ど
も
あ
ら
た
め
て
交
通
安
全
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
し
た
。

男
性
学
・
女
性
学
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式

幼
稚
園
親
子
交
通
安
全
教
室

〜
太
平
自
動
車
学
校
に
て
開
催
〜

〜
本
町
で
は
６
９
０
名
が
参
加
〜

八
郎
湖
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

八
郎
潟
町
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
対
策
会
議
開
催

〜
町
内
会
長
ら
が
集
結
し
、熱
心
な
意
見
交
換
〜

男
性
学
・
女
性
学
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式
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八
郎
潟
小
学
校
で
音
読
集
会

　
〜
大
き
な
声
で
、
み
ん
な
元
気
に
詩
を
群
読
〜

第
18
回 

関
東
地
区
八
郎
潟
町
ふ
る
さ
と
会
大
盛
況

〜
小
柳
輝
芳
会
長
が
歯
科
に
つ
い
て
講
演
〜

 
町
建
設
業
協
会
に
よ
る

　 
道
路
愛
護
運
動
に
伴
う
花
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
６
月
22
日
、
町
建
設
業
協
会
に
よ

る
夏
秋
花
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行

わ
れ
、
町
道
一
日
市
幹
線
、
中
久
保

東
西
線
沿
い
の
花
壇
に
約
２
，

９
０

０
本
の
花
苗
を
植
裁
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
建
設
業
協
会
か
ら
は

約
１
，

３
０
０
本
の
花
苗
が
寄
贈
さ

れ
、
協
会
会
員
12
名
の
労
力
奉
仕
に

よ
り
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
花
々
は
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
、

道
行
く
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
６
月
14
日
、
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
小
学
校
体
育
館
に
集
ま
り
、
音

読
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
音
読
集
会
は
、
豊
か
な
言
語
感
覚

と
伝
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
昨
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
先
生
が
あ
い
さ
つ
に

つ
い
て
見
本
を
み
せ
、
そ
の
場
に
応

じ
た
声
の
大
き
さ
な
ど
に
つ
い
て
指

導
。
そ
の
後
は
、
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
各
学
年
が
詩
の
群
読
を
そ
れ

ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
播
摩
校
長
か
ら
、
音
読
の

大
切
さ
と
、
大
き
な
声
を
出
す
こ
と

は
不
審
者
か
ら
逃
れ
る
手
段
と
し
て

も
大
切
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
み
ん
な
の
登
校
日
の
一

環
事
業
で
も
あ
り
、
保
護
者
な
ど
約

35
人
の
方
が
参
観
に
き
て
お
り
ま
し

た
。

　
今
後
の
音
読
集
会
は
、
10
月
28
日

の
学
習
発
表
会
で
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
八
郎
潟
町
誕
生
50
周
年
第
18
回
関

東
地
区
八
郎
潟
町
ふ
る
さ
と
会
が
６

月
24
日
、
日
本
青
年
館
（
東
京
都
新

宿
区
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
へ
は
、
首
都
圏
に
住
む
町
出

身
者
や
そ
の
家
族
、
町
か
ら
は
土
橋

町
長
・
小
野
副
議
長
な
ど
、
約
80
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
佐
々
木
計
三
副
会
長
司
会
の
も
と
、

は
じ
め
に
、
小
柳
輝
芳
ふ
る
さ
と
会

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
土
橋
町
長
の
祝

辞
、
柳
田
政
彦
副
会
長
の
経
過
報
告
、

事
業
計
画
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
八
郎
潟
町
誕
生
50
周
年
を

祝
し
て
、
関
東
地
区
八
郎
潟
町
ふ
る

さ
と
会
よ
り
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
に
対
し
教
材
費
な
ど
と
し
て
各

５
万
円
、
総
額
15
万
円
が
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
次
に
講
演
で
は
、
歯
学
博
士
で
も

あ
る
小
柳
輝
芳
会
長
が
講
演
し
、
「
口

腔
ケ
ア
は
人
間
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を

通
じ
て
生
活
と
生
命
に
直
結
す
る
医

療
で
、
口
腔
の
健
康
な
く
し
て
全
身

の
健
康
は
あ
り
得
な
い
」
な
ど
の
講

演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
東
京
都
歯

科
衛
生
士
会
専
務
理
事
の
大
金
伸
子

さ
ん
か
ら
は
、
模
型
を
使
っ
た
分
か

り
や
す
い
歯
の
磨
き
方
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
の
乾
杯
は
、
小
野
副
議
長

が
行
い
、
和
や
か
に
時
が
流
れ
ま
し
た
。

　
後
半
に
行
わ
れ
た
、
恒
例
の
抽
選

会
で
は
、
豪
華
賞
品
も
用
意
さ
れ
、

じ
ゃ
ん
け
ん
形
式
に
よ
る
抽
選
で
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
学
校
合
併
前
の
一
日
市
、

面
潟
、
高
岡
小
学
校
の
校
歌
を
そ
れ

ぞ
れ
卒
業
生
が
斉
唱
し
、
大
変
懐
か

し
く
当
時
を
偲
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
日

市
盆
踊
り
で
は
太
鼓
・
笛
の
音
色
が

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
る
と
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
誘
わ
れ
る
よ
う

に
半
纏
を
着
て
席
を
立
ち
、
間
も
な

く
踊
り
の
輪
が
で
き
、
一
日
市
盆
踊

り
会
場
に
早
変
わ
り
。
懐
か
し
い
盆

踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
水
谷
幸
男
副
会
長
が
来

年
も
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
と
挨

拶
を
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
へ
は
、
八
郎
潟
町
地
域
水

田
農
業
推
進
協
議
会
か
ら
「
八
郎
潟

町
産
あ
き
た
こ
ま
ち
」
が
お
土
産
と

し
て
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

八
郎
潟
小
学
校
で
音
読
集
会

　
〜
大
き
な
声
で
、
み
ん
な
元
気
に
詩
を
群
読
〜

 
町
建
設
業
協
会
に
よ
る

　 
道
路
愛
護
運
動
に
伴
う
花
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
18
回 

関
東
地
区
八
郎
潟
町
ふ
る
さ
と
会
大
盛
況

〜
小
柳
輝
芳
会
長
が
歯
科
に
つ
い
て
講
演
〜

▲恒例の一日市盆踊り ▲懐しの小学校校歌を斉唱
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春
季
全
県
中
学
校
体
育
大
会
結
果

全
県
優
勝

八
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
団
体

八
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
団
体

八
郎
潟
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
少

　
　
　
　
　
志
田
千
陽
さ
ん
全
国
大
会
出
場

八
郎
潟
町

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
少

　
　
　
　
男
子
　
渡
部
　
舜
介
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
修
悦
さ
ん

　
　
　
　
女
子
　
一
ノ
関
麻
結
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
直
美
さ
ん

全
国
大
会
出
場

　
第
４
回
県
小
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
兼
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
県
予
選
が
６
月
４
日
、
大
館
市
高
館
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
本
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
少
か
ら
多
数
出
場
し
、
男
子
は
渡
部
舜
介
、

鎌
田
修
悦
組
が
４
位
、
女
子
は
一
ノ
関
麻
結
、

畠
山
直
美
組
が
準
優
勝
と
な
り
、
７
月
27
日
か

ら
30
日
ま
で
高
知
県
高
知
市
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
も
大
い
に
活
躍
で
き
る
よ
う
、

町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
７
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
県
予
選
が
６
月
４
日
、
潟
上
市
天
王
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
本
町
ス
ポ
少
か
ら
多
数
出
場
し

た
中
で
、
３
・
４
年
女
子
代
表
と
し
て
志
田
千
陽

さ
ん
が
８
月
18
日
か
ら
千
葉
県
千
葉
市
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
も
大
い
に
活
躍
で
き
る
よ
う
、
町

民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
５
月
27
日
、
県
中
学
校
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が

美
郷
町
仙
南
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
女
子
団
体
で

は
八
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
が
優
勝
、
男
女
シ
ン
グ

ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
で
も
多
数
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
５
月
27
日
〜
28
日
の
２
日
間
、
県
中
学
校
春

季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
大
仙
市
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
開
催
さ
れ
、
八
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
団
体
が

優
勝
、
女
子
団
体
が
３
位
と
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
◎
団
　
体
　
優
勝

　
　
◎
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
　
勝
　
菊
地
真
美
子
・
中
道
　
澄
夏 

組

　
　
・
準
優
勝
　
工
藤
　
瑞
紗
・
斉
藤
　
莉
子 

組

　
　
◎
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
・
優
　
勝
　
伊
藤
　
　
茜

　
　
・
３
　
位
　
濱
野
　
夏
実
、
鈴
木
　
優
嘉
　

　
　
◎
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
　
勝
　
甲
谷
　
　
望
・
村
井
　
拓
朗 

組

　
◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
◎
男
子
団
体
　
　
優
勝

　
　
◎
女
子
団
体
　
　
３
位

　
◇
剣
　
道

　
　
・
３
回
戦
敗
退
（
５
月
21
日
　
県
立
武
道
場
）

春
季
全
県
中
学
校
体
育
大
会
結
果

全
県
優
勝

八
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
団
体

八
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
団
体

八
郎
潟
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
少

　
　
　
　
　
志
田
千
陽
さ
ん
全
国
大
会
出
場

八
郎
潟
町

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
少

　
　
　
　
男
子
　
渡
部
　
舜
介
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
修
悦
さ
ん

　
　
　
　
女
子
　
一
ノ
関
麻
結
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
直
美
さ
ん

全
国
大
会
出
場

▲優勝した男子ソフトテニス部の皆さん▲優勝したバドミントン同好会の皆さん

▲畠山直美さん、一ノ関麻結さん ▲鎌田修悦さん、渡部舜介さん▲志田千陽さん
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夏
季
総
合
体
育
大
会
結
果

夏
季
総
合
体
育
大
会
結
果

◎６月から氏名の書いていないごみ袋は、収集してい

　ないため集積所に残されている場合があります。

　暑い季節に向かって、悪臭や虫がわくなど、非常に

不衛生ですし、特に集積所周辺の方々にたいへん迷惑

をかけることになります。

　すべてのごみ袋には、必ず氏名を書いてください。

ご協力をお願いします。

◎４月から、ごみの分別の仕方が変わりました。

　「八郎潟町ごみ処理一覧表」をご覧のうえ、正しい

分別をお願いします。

　疑問な点は、町民福祉課の町民生活班までお問い合

わせください。（1875－5806）

ごみ収集についてのお願い

七夕「灯ろう流し」についてのお願い

　毎年、七夕に「灯ろう流し」が行われておりますが、

川が汚れる一つの原因となっています。

　８月６日の「灯ろう流し」の時、「舟」にお供え物を

のせる場合、発泡スチロールやトレイ等にのせたり、ア

ルミホイルやラップ

に包んだりはしない

でください。

　また、川をきれい

にする為に、川やそ

の周辺にごみを捨て

ないようにしましょう。

全
県
＝
全
県
大
会
出
場

◆
野
球
　
３
位

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

◎
男
子
　
４
位

◎
女
子
　
優
勝
（
全
県
）

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◎
女
子
　
５
位

◆
卓
球

◎
男
子
団
体
　
３
位

◆
柔
道

◎
男
子
個
人

２
年
81
kg
級
　
２
位
　
千
種
浩
也

◎
女
子
個
人

70
kg
級
　
３
位
　
渡
部
涼
子
（
全
県
）

◆
剣
道

◎
男
子
団
体
　
５
位

◎
男
子
個
人

・
優
勝
　
北
嶋
　
竜
大
（
全
県
）

・
３
位
　
三
戸
　
俊
一
（
全
県
）

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

◎
男
子
団
体
（
全
県
）

◎
女
子
団
体
　
優
勝
（
全
県
）

◎
男
子
個
人

・
優
勝
（
全
県
）

　
阿
部
　
佑
己
・
村
井
　
和
紀
組

・
準
優
勝
（
全
県
）

　
爪
林
　
研
人
・
千
葉
　
恵
太
組

・
３
位
（
全
県
）

　
千
田
　
浩
将
・
川
口
　
忠
太
組

◎
女
子
個
人

・
優
勝
（
全
県
）

　
工
藤
　
葵
・
工
藤
　
優
組

・
４
位
（
全
県
）

　
工
藤
　
瑶
・
相
馬
　
夏
実
組

★
全
県
大
会
の
日
程

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
７
月
８
日
か
ら
10
日

・
二
ッ
井
総
合
体
育
館

・
琴
丘
総
合
体
育
館

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

・
７
月
８
日
か
ら
10
日

・
県
立
中
央
公
園

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
７
月
８
日
か
ら
９
日

・
仙
南
総
合
体
育
館
（
リ
リ
オ
ス
）

◆
剣
道

・
７
月
８
日
か
ら
10
日

・
県
立
武
道
館

◆
柔
道

・
７
月
８
日
か
ら
10
日

・
男
鹿
市
総
合
体
育
館

　
６
月
23
日
、
横
浜
電
子
工
業
株
式
会
社
（
夜
叉
袋
）
の
主
催
に

よ
り
、
「
八
郎
潟
町
感
謝
の
夕
べ
」
と
題
し
、
八
郎
潟
中
学
校
の

多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場
に
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
「
弦
の
国
」
と
言
わ
れ
る
チ
ェ

コ
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
、
プ
ラ
ハ 

ス
ピ
リ
ッ
ト 

ク
イ

ン
テ
ッ
ト
の
５
人
の
皆
さ
ん
。

　
プ
ラ
ハ 

ス
ピ
リ
ッ
ト 

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
は
、
プ
ラ
ハ
室
内
管
弦

楽
団
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
弦
楽
五
重
奏
の
グ
ル
ー
プ
。

　
会
場
に
訪
れ
た
２
０
０
人
を
超
え
る

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
完
全
に
一
つ
に
と

け
あ
っ
た
弦
の
柔
ら
か
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

に
身
を
ゆ
だ
ね
、
本
場
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

を
満
喫
し
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
、
秋
田
県

の
作
曲
家
、
成
田
為
三
の
「
浜
辺
の
歌
」

が
演
奏
さ
れ
る
と
、
満
場
の
拍
手
が
鳴

り
止
ま
ず
、
充
実
し
た
「
夕
べ
」
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

潟
上
市
・
南
秋
田
郡
中
学
校

夏
季
総
合
体
育
大
会
結
果

横浜電子工業主催

　　　　　　　　が開催されました
クラシック演奏会「初夏のコンサート」
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本
町
で
最
後
の
銭
湯「
村
木
の
湯
」

「
村
木
の
湯
」の
内
部

本
町
で
最
後
の
銭
湯「
村
木
の
湯
」

本
町
で
最
後
の
銭
湯「
村
木
の
湯
」

　
　
〜
惜
し
ま
れ
な
が
ら
１
４
０
年
余
り
の
歴
史
に
終
止
符
〜

　
昔
は
町
内
に
３
〜
４
ヵ
所
の
銭

湯
が
あ
り
ま
し
た
が
、
時
代
と
と

も
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
６
月

20
日
、
本
町
で
最
後
の
銭
湯
と
な
っ

た
「
村
木
の
湯
」
が
風
呂
釜
の
老

朽
化
、
周
辺
町
村
に
入
浴
施
設
が

で
き
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
名

残
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
１
４
０
年

余
り
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　
「
村
木
の
湯
」
は
、
歴
史
を
た

ど
れ
ば
明
治
時
代
以
前
か
ら
営
業

し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
建
物
は
、
一
日
市
の
大

火
後
に
建
築
さ
れ
、
そ
の
後
、
増

改
築
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
４
代
目
の
村
木
弘
之
さ
ん
が
中

学
１
年
生
頃
の
時
、
今
か
ら
45
年

余
り
前
に
父
で
あ
る
３
代
目
の
村

木
周
次
郎
さ
ん
が
シ
ャ
レ
た
風
呂

を
作
り
た
い
と
の
こ
と
で
、
風
呂
場
、

釜
、
濾
過
器
な
ど
を
東
京
、
仙
台

か
ら
当
時
と
し
て
は
、
先
端
の
技

術
を
取
り
入
れ
大
規
模
に
改
修
を

行
い
ま
し
た
。

　
弘
之
さ
ん
の
妻
、
村
木
明
子
さ

ん
は
、
嫁
に
き
て
か
ら
番
台
に
33

年
間
座
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
常

連
の
お
客
さ
ん
か
ら
は
、
な
く
な

る
の
は
非
常
に
残
念
の
声
が
多
く

聞
か
れ
、
入
浴
に
は
、
町
内
は
も

と
よ
り
五
城
目
町
大
川
か
ら
も
多

く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
脱
衣
所
に
は
、
一
日
市
商
店
街

を
宣
伝
す
る
昔
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、

昔
に
戻
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま

し
た
。

　
建
物
は
、
台
風
で
屋
根
が
と
ば

さ
れ
た
り
、
こ
の
冬
の
大
雪
で
建

物
が
ゆ
が
み
、
支
え
棒
を
す
る
な
ど
、

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
41
年
に
は
３
代
目

の
村
井
周
次
郎
さ
ん
が
１
０
０
年

以
上
の
歴
史
の
あ
る
銭
湯
と
し
て

内
閣
総
理
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
建
物
は
７
月
３
日
に
解

体
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
八
郎
潟
町
の
歴
史
が
一
つ
消
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
心
の
一
頁
へ
刻
み
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
長
い
間
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

「
村
木
の
湯
」の
内
部

▲140年余の歴史に幕を閉じた
村木の湯

▲くつろぎの場ともなっていた脱衣所

▲男性の風呂場

▲女性の風呂場

▲昔の看板が掲げられていた男性の脱衣所

▲昔の看板が掲げられていた女性の脱衣所

▲男性の脱衣と番台

▲昭和41年に表彰を受けた感謝状
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カラー（2.5kg）（止め金） バー（20kg） ディスク

ディスクの種類階　　級

創業塾開講「地域特性講座」
　創業塾で新たな一歩を踏み出そう

秋田わか杉国体会場地　
ＰＲ用ＣＭの放送日程

　今お持ちのアイデアや技術を「ビジネス」として成功させ、独立・開業しよう
とする皆さんを対象に、開業・開店プランの作成を専門コンサルタントが指導す
る短期集中研修「創業塾」を開講します。
◎開催日程

◎開催会場　湖東３町商工会館（五城目町西磯ノ目１丁目３－１）
◎募集人員　40名（先着順）
◎申込み締切　７月７日（金）※ただし定員になりしだい締め切らさせていただきます。
◎受講対象者　独立・開業を目指す会社員・ＯＬ・主婦・学生など、起業意欲    
　　　　　　　 が旺盛でカリキュラムをすべて受講できる方
◎受講料　5,000円
◎問い合わせ・申込み先
　湖東３町商工会　1852－3460　秋田県商工会連合会　1863－8495

創業塾開講「地域特性講座」
　 創業塾で新たな一歩を踏み出そう

� 期　日� 時　間� 内　容

� ７月15日（土）� ９時20分～16時30分� 「オリエンテーション」「事業アイデア発想法」

� ７月22日（土）� ９月30分～16時30分� 「創業時金融支援策」「顧客満足と接客」

� ７月29日（土）� ９時30分～16時30分� 「ビジネスプラン作成の実習」

� ８月５日（土）� ９時30分～16時30分� 「ビジネスプラン作成の実習」

� ８月12日（土）� ９時30分～16時40分� 「ビジネスプラン作成の実習」「ビジネスプラン発表・評価」

　町の幼稚園、小・中学校では、

地域の方々から教育の場に積極

的にかかわっていただき、学校・

家庭・地域社会の一掃の連携と

協力の下に教育の充実と発展を

図るため、「みんなの登校日」

を実施しています。（小学校で

は６月に実施しております。）

　これを機会に子どもたちの学

習している姿や部活動などを見

てみませんか。

　幼稚園、中学校では、プログ

ラムを組み次の日程により行い

ます。

◆八郎潟幼稚園

◎期日　７月５日、６日、７日

（※５日、７日は幼稚園開放、

　６日は保育参観があります。）

　八郎潟幼稚園　1875－2734

◆八郎潟中学校

◎期日

　７月13日、14日、18日、19日

　八郎潟中学校　1875－2053

みんなの登校日のお知らせ

～この機会に学校を見てみませんか～

� 月　　日� 放　送　時　間

�７月�３日（月）�午後�１：55前後

�７月�５日（水）�午後�７：00前後

�７月�６日（木）�午後�３：55前後

�７月�７日（金）�午前�11：30前後

�７月�10日（月）�午後�１：55前後

�７月�13日（木）�午前�11：30前後

�７月�14日（金）�午後�１：05前後

�７月�15日（土）�午後�７：00前後

�７月�19日（水）�午前�９：55前後

�７月�24日（月）�午後５：00～５：54の間

�７月�25日（火）�午後�７：00前後

�７月�29日（土）�午前�６：45前後

秋田わか杉国体会場地　
ＰＲ用ＣＭの放送日程

　秋田わか杉国体会場地ＰＲ用のＣ
Ｍが、秋田朝日放送で放送されます。
　７月の放送日は次のとおりですの
で是非ご覧ください。

 ◎放送局　秋田朝日放送

◎７月の放送日程

25kg（赤）
20kg（青）
15kg（黄）
10kg（緑）
５kg
2.5kg
2.0kg
1.5kg
1.0kg
0.5kg

53kg級
56kg級
62kg級
69kg級
77kg級
85kg級
94kg級
105kg級

＋105kg級

　ウエイトリフティング競技は、競技者の体重を９クラスに分

けて争います。種目は、「スナッチ」と「クリーン＆ジャーク」

の２種目です。

　各種目で、３回の試技で成功した最高重量が記録となります。

そして、各種目記録のトータル

重量で順位が決定します。

（同記録の場合は、体重の軽い

ものが上位となる）

　バーベルのディスクの直径は

最大45cm。バーの重量は20kg。

カラーの重量は2.5kg。

ウエイトリフティング競技の

あらまし㈰～本町の子ども願人踊が

　出演しています～

秋田わか杉国体会場地　
ＰＲ用ＣＭの放送日程

ウエイトリフティング競技の

あらまし㈰

◎運動強調月間　
　７月１日（土）から31日（月）
「社会を明るくする運動」は全ての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人た
ちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行
のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
◎重点目標　
　犯罪・非行の防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める
◎統一標語　
「ふれあいと 対話が築く 明るい社会」
◎主　　催
　八郎潟町社会を明るくする運動実施委員会

７月は第56回「社会を明るくする運動」強調月間です
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読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
小
学
生
低
学
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
１
席

平成18年度

金  婚  式

ふじい　みつろう
八小１年生

（現八小２年生）

資源ごみ還元事業 平成18年６月分の資源ごみは次のとおりです。

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

円

円

ふじい　みつろう
八小１年生

（現八小２年生）

「
か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う
」を
よ
ん
で

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
、ぼ
く
と
お
な
じ
小
学
生
の
と
き
、

せ
ん
そ
う
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ひ

こ
う
き
が
、
空
か
ら
雨
の
よ
う
に
た

く
さ
ん
の
ば
く
だ
ん
を
お
と
し
て
い

き
ま
し
た
。い
え
が
や
け
て
、人
が
た

く
さ
ん
し
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
い

ま
、
こ
の
せ
ん
そ
う
が
あ
っ
た
ら
と

も
だ
ち
も
、お
と
う
さ
ん
も
、お
か
あ

さ
ん
も
、
か
ぞ
く
み
ん
な
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
お
も
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う
」
は
、

せ
ん
そ
う
の
と
き
、
ど
う
ぶ
つ
え
ん

で
あ
っ
た
本
と
う
の
お
は
な
し
で
す
。

せ
ん
そ
う
が
だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ

て
き
て
、
お
り
に
ば
く
だ
ん
が
お
ち

て
、
ど
う
ぶ
つ
が
に
げ
た
ら
あ
ぶ
な

い
の
で
、
ど
う
ぶ
つ
た
ち
を
ど
く
で

こ
ろ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。で
も
、ぞ

う
の
ワ
ン
リ
ー
、ト
ン
キ
ー
は
、体
が

大
き
く
て
あ
た
ま
が
よ
か
っ
た
の
で
、

ど
く
で
こ
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。だ
か
ら
、え
さ
を
た
べ
さ
せ

な
い
で
こ
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ワ
ン
リ
ー
た
ち
は
、や
せ
た
体
で
、

「
た
べ
も
の
を
く
だ
さ
い
。水
を
く
だ

さ
い
。」と
、げ
い
を
し
て
、し
い
く
が

か
り
の
人
に
た
の
み
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
ワ
ン
リ
ー
た
ち
に
え
さ
を
あ
げ

た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。
し
い
く
が

か
り
の
人
も
お
な
じ
き
も
ち
だ
っ
た

と
お
も
い
ま
す
。
い
き
て
ほ
し
か
っ

た
と
お
も
い
ま
す
。で
も
、ぞ
う
に
え

さ
を
や
っ
て
は
い
け
な
い
。
ど
う
し

て
も
、
二
と
う
の
ぞ
う
を
こ
ろ
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
な
に
も
わ
る
い
こ
と
を
し
て
い
な

い
の
に
。
」
と
、
か
わ
い
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ワ
ン
リ
ー
た
ち
は
、
ば
ん
ざ
い
を

し
た
ま
ま
し
に
ま
し
た
。
さ
い
ご
ま

で
、
え
さ
が
も
ら
え
る
と
し
ん
じ
て

い
た
の
に
。

　
ど
う
ぶ
つ
え
ん
の
人
た
ち
が
、「
せ

ん
そ
う
を
や
め
ろ
。
や
め
て
く
れ
。
」

と
、
空
に
さ
け
ん
で
い
る
ば
め
ん
が

こ
こ
ろ
に
の
こ
り
ま
し
た
。ぼ
く
も
、

「
も
う
、せ
ん
そ
う
を
し
な
い
で
。」と
、

さ
け
び
た
い
き
も
ち
で
す
。

　
せ
ん
そ
う
は
、き
ら
い
。な
に
も
わ

る
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
や
さ
し
い

ど
う
ぶ
つ
ま
で
、
ど
う
し
て
こ
ろ
す

の
。み
ん
な
な
か
よ
く
し
よ
う
よ
。ぼ

く
は
、
み
ん
な
を
か
な
し
ま
せ
る
せ

ん
そ
う
が
き
ら
い
で
す
。

（「
か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う
」

　
　
　
　
　
　
土
家
由
岐
雄
　
著
）

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
小
学
生
低
学
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
１
席

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
免
除
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
は
、

「
保
険
料
の
全
額
免
除
制
度
」

ま
た
は
「
一
部
納
付
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
全
額
免
除
」

と
「
半
額
納
付
」
に
加
え
、

新
た
に
「
４
分
の
１
納
付
」

と
「
４
分
の
３
納
付
」
が
加

わ
り
、
「
全
額
免
除
制
度
」

と
「
３
種
類
の
一
部
納
付
制

度
」
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
７
月
か
ら
の
１
ヵ
月
分

の
保
険
料
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
　
全
額
免
除
ま
た

は
一
部
納
付
の
対
象

と
な
る
た
め
に
は
、

本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
そ
れ
ぞ
れ
の

所
得
が
一
定
の
基
準

以
下
で
あ
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
納
付

制
度
に
お
い
て
は
、

納
付
す
べ
き
保
険
料

額
を
納
付
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、
一
部
免

除
が
無
効
と
な
り
、

未
納
と
同
じ
扱
い
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

〜
「
３
種
類
の
保
険
料
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度
」
が

　
平
成
18
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
〜

10月25日（水）
農村環境改善センターで

開　　　催
　今年の金婚式の対象は、婚姻年月日が

昭和31年１月から12月までの方々です。

（事実婚も含みます）

　役場町民福祉課では、すべてのご夫婦

の婚姻年月を把握できませんので、結婚

50年目を迎えられたご夫婦は、９月29

日（金）までお申し込み下さい。

　多数のご参加をお待ちしております。

◎申込及び問い合わせ先　

　役場町民福祉課　福祉介護班

　1875－5808

�� 保険料額�（免除される額）

�全額免除� ０円� 13,860円

�４分の１納付� 3,470円� 10,390円

�半額納付� 6,930円� 6,930円

�４分の３納付� 10,400円� 3,460円

�全額納付� 13,860円� 0円

平成18年度

金  婚  式

資源ごみ還元事業

６月分
段ボール

4,480 12,710 8,450 2,700 1,200 114,924

13,450 41,140 27,000 7,930 3,650 358,348

新　　聞 雑　　誌 缶　　類 ペットボトル 積立額

累　計

平成18年６月分の資源ごみは次のとおりです。
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国民健康保険者医療費と町の医療費状況
国保医療費（平成18年４月分） （単位：円）

一人当たりの医療費

八　郎　潟　町

秋　　田　　県

�一般分� 退職分� 老人分

�18,331� 22,200� 61,732� 31,058

�19,747� 30,936� 67,570� 35,254

�18,554� 30,034� 59,817� 32,251

医　療　圏　内
（南秋・秋田・男鹿）

全　体
（平均）

事業名 対象者 場　所

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

時　間日・曜日

午前10時～正午

午前８時30分～
　　　11時30分

午後１時～
    １時30分受付

25日（火）

26日（水）

４日（火）

場　所

防災センター

うたせ苑

湖東総合病院

時　間

午前９：30～
11：00

午後３：15～
４：30

午後１：30～
３：00

５日（水）

平成17年８月、
11月、18年３月生

平成18年３月生

平成16年10月
～12月生

１歳６ヵ月児健
康診査

27日（木）

ＢＣＧ接種

ひよこ教室

乳児健康診査

妊婦相談・母子
手帳発行

母子手帳の必要
な妊婦

乳児をもつ
母親・祖母

午後１時～
　１時30分受付

午後０時30分～
　１時15分受付

月の保健衛生事業7

○
買
い
物
す
る
と
き
は
…

・
新
鮮
な
も
の
を
選
ぶ

・
ト
レ
ー
に
肉
汁
が
で
て
い
な
い
も

の
を
選
ぶ

・
冷
凍
食
品
は
き
ち
ん
と
凍
っ
て
い

る
も
の
を
選
ぶ

・
「
消
費
期
限
」
は
よ
く
み
る

・
寄
り
道
せ
ず
に
帰
宅
し
、
食
材
を

す
ぐ
に
冷
蔵
・
冷
凍
庫
へ
入
れ
る

○
保
存
す
る
と
き
は
…

・
冷
蔵
・
冷
凍
庫
の
開
閉
を
少
な
く

し
て
内
部
の
温
度
の
上
昇
を
防
ぐ

・
温
か
い
食
品
は
冷
ま
し
て
か
ら
入

れ
る

・
肉
や
魚
は
容
器
に
入
れ
る
、
冷
蔵

庫
の
一
番
下
に
置
く
（
菌
に
と
っ
て

栄
養
の
塊
で
あ
る
肉
汁
な
ど
が
他
の

食
品
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
）

・
冷
蔵
庫
内
は
詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う

に
７
割
く
ら
い
の
詰
め
方
に
す
る

○
調
理
す
る
と
き
は
…

・
調
理
す
る
前
は
き
ち
ん
と
手
洗
い
、

タ
オ
ル
も
清
潔
に

・
ま
な
板
は
野
菜
や
果
物
を
先
に
切

り
、
肉
や
魚
は
後
回
し

・
ま
な
板
は
使
用
後
、
熱
湯
に
か
け

て
お
く
と
よ
い

・
食
材
の
解
凍
に
は
冷
蔵
庫
や
電
子

レ
ン
ジ
を
使
用
（
室
内
解
凍
は
中
ま

で
と
け
る
頃
に
は
表
面
部
分
で
菌
が

繁
殖
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
こ
の

時
期
は
厳
禁
で
す
）

　
ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
は
加
熱
で
死

滅
す
る

・
肉
や
魚
の
調
理
は
中
ま
で
し
っ
か

り
火
が
通
っ
て
い
る
の
を
確
認
す
る
。

・
調
理
済
み
の
食
品
は
長
く
室
内
に

放
置
し
な
い
。

・
温
め
直
す
と
き
は
面
倒
く
さ
が
ら

ず
に
十
分
に
加
熱
す
る
。

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
肉
を
焼
く
と
き

の
割
り
箸
と
食
べ
る
時
の
箸
は
別
々

に
す
る
。

○
食
中
毒
と
思
わ
れ
る
症
状

が
出
た
と
き
は
す
ぐ
受
診
！

　
ど
の
食
中
毒
か
食
中
毒
菌
に
あ
わ

せ
た
治
療
が
大
切
な
の
で
「
い
つ
何

を
食
べ
た
か
」
医
師
に
き
ち
ん
と
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

　
下
痢
は
薬
で
無
理
に
止
め
な
い
が

原
則
、
体
内
に
菌
が
残
る
こ
と
で
悪

化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

○
特
に
魚
介
類
に
よ
る

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒

を
防
ぐ
た
め
に
は
…

・
魚
介
類
は
４
℃
以
下
で

保
存
す
る
（
チ
ル
ド
室
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
）

・
魚
介
類
は
水
道
水
で
よ
く
洗
い
ま

し
ょ
う

・
下
準
備
後
、
す
ぐ
に
調
理
。
調
理

し
な
い
と
き
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
へ
入

れ
る

〈
夏
場
の
お
弁
当
対
策
〉

※
食
品
は
内
部
ま
で
し
っ
か
り
熱
を

通
し
、
作
っ
て
か
ら
時
間
の
た
っ
て

い
る
も
の
は
再
加
熱
し
て
か
ら
詰
め

ま
し
ょ
う
。

　
食
品
に
付
着
し
て
い
る
細
菌
は
75

℃
以
上
の
加
熱
で
死
滅
し
ま
す
。
（
病

原
性
大
腸
菌
Ｏ
│
１
５
７
は
１
分
以

上
の
加
熱
が
必
要
）

※
ご
は
ん
は
冷
ま
し
て
か
ら
詰
め
ま

し
ょ
う
。
ご
は
ん
は
、
直
接
つ
め
ず

に
い
っ
た
ん
皿
な
ど
に
と
っ
て
か
ら

つ
め
る
。
お
か
ず
も
皿
な
ど
に
と
っ

て
、
必
ず
冷
め
て
か
ら
つ
め
る
。

※
お
に
ぎ
り
は
ラ
ッ
プ
で
に
ぎ
る
、

に
ぎ
る
前
は
手
を
よ
く
洗
う
こ
と
。

※
保
冷
剤
を
添
え
た
り
、
冷
蔵
庫
に

入
れ
た
り
し
て
20
℃
以
下
に
保
て
ば

細
菌
の
増
殖
を
お
さ
え
ら
れ
ま
す
。

※
ご
は
ん
と
お
か
ず
が
触
れ
な
い
よ

う
に
つ
め
ま
し
ょ
う
。

※
生
野
菜
と
あ
た
た
か
い
お
か
ず
が

直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
レ
タ
ス
な
ど
の
生

野
菜
は
い
た
み
や
す
い
の
で

し
き
り
に
使
わ
な
い
。

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
ケ
ー
ス
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

※
煮
物
を
入
れ
る
と
き
は
煮

汁
が
な
く
な
る
ま
で
十
分
に

煮
詰
め
る
。

※
生
も
の
は
入
れ
な
い
こ
と
。

※
水
分
の
少
な
い
も
の
に
し

ま
す
。

※
梅
干
し
を
入
れ
る
、
大
葉

を
利
用
す
る
。
（
大
葉
に
は

強
い
抗
菌
作
用
、
防
腐
効
果

が
、
梅
干
し
に
は
細
菌
の

増
殖
を
お
さ
え
る
働
き
が
あ

る
。
）
ご
は
ん
を
炊
く
と
き
に
梅
干

し
や
酢
を
入
れ
て
炊
く
方
法
も
あ
り

ま
す
。

献
血
車
が
来
町
し
ま
す

　
７
月
11
日
（
火
）
、
本
町
に
献
血

車
が
来
町
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1875－2800
〜
高
温
多
湿
な
日
本
で
は
７
月
〜
９
月
が

　
食
中
毒
が
本
番
の
時
期
を
む
か
え
ま
す
〜

　
　
今
回
は
家
庭
で
で
き
る

　
　
　
　
　
　
食
中
毒
対
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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←
７
月
検
針
例

7 ８月15日

8 ９月15日

５月分 ６月15日

６月分 ７月18日

水  道  太  郎
20

18 7 20
276
50

50

7
25 9,700
5,770 270
3,930 180

８月15日

8
25 9,700
5,770 270
3,930 180

９月15日

５月分
23 8,930
5,310 250
3,620 170

６月15日

６月分
22 8,540
5,080 240
3,460 160

７月18日

45

0
0

226

お
は
こ

お
は
こ

ど
じ
ょ
う

ひ
ね
　
わ
す
れ
な
ぐ
さ

む
ろ

ぼ  

け

ね  

む

み
く
わ

産
業
建
設
課
上
下
水
道
班
か
ら
の
お
知
ら
せ

７
月
の
検
針
か
ら
検
針
票
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
様
式
が
変
わ
り
ま
す

追
加
部
分

思
い
出
は
亡
夫
の
十
八
番
は
泥
鰌
す
く
い

忘
れ
ま
い
し
ま
い
こ
ん
で
は
さ
が
し
て
る

寒
　
月

老
骨
を
弓
に
託
し
て
若
返
る

物
忘
れ
あ
き
れ
て
笑
い
合
う
二
人草

　
風

弾
の
下
く
ぐ
り
杖
つ
く
運
不
運

物
忘
れ
忘
れ
た
男
死
に
忘
れ

七
　
習

ひ
と
捻
り
勿
忘
草
の
名
が
好
き
で

食
足
り
て
俘
虜
の
辛
さ
つ
い
忘
れ島

　
人

添
木
あ
る
お
蔭
で
胡
瓜
シ
ャ
ン
ト
立
つ

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
ま
で
年
の
嵩

迂
　
人

内
視
鏡
事
な
く
安
堵
の
一
人
笑
み

こ
ん
な
顔
で
あ
っ
た
か
君
よ
俺
の
顔

無
　
一

掛
け
て
い
る
目
が
ね
さ
が
し
て
小
半
日

老
い
て
な
お
鏡
を
の
ぞ
く
心
意
気梅

　
香

産
業
建
設
課
上
下
水
道
班
か
ら
の
お
知
ら
せ

１.

今
年
度
の
下
水
道
工
事
予

定
箇
所
に
つ
い
て

・
川
崎
字
嘉
美
、川
崎
字
貝
保
地
内

　
　
　
（
７
月
〜
平
成
19
年
３
月)

・
小
池
宇
岡
本
下
台
地
内

　
　
　
（
８
月
〜
平
成
19
年
３
月)

・
宇
イ
カ
リ
、
字
蒲
沼
地
内

　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
〜
12
月)

※
工
事
着
手
前
に
関
係
者
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
付
近
住
民
の
皆
様
に
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

２.

下
水
道
使
用
料
金
に
つ
い
て

　
下
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

広
報
５
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
次
の
と
お
り
５
月
分
（
６

月
納
付
分
）
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
の
方
は
水
道

使
用
料
と
下
水
道
使
用
料
が
毎
月

15
日
に
一
緒
に
振
替
さ
れ
ま
す
。

水
道
と
下
水
道
の
口
座
振
替
の
口

座
が
異
な
る
場
合
、
至
急
金
融
機

関
で
手
続
き
を
し
、
統
一
の
口
座

に
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
直
接
納
付
の
方
は
、
納
付

書
が
水
道
・
下
水
道
使
用
料
が
一

緒
の
納
付
書
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
毎
月
末
日
ま
で
に
指
定
の

金
融
機
関
及
び
役
場
会
計
で
納
付

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
下
水
道
使
用
料
金

◎
基
本
料
金
５
K
ま
で
７
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
消
費
税
抜
き
）

◎
従
量
料
金
６
K
以
上
１
K
当
た

り
１
５
０
円
（
消
費
税
抜
き)

（
例)

○
20
k
使
用
の
場
合

５
k
ま
で
７
５
０
円

６
k
〜
20
k
ま
で
。

15
k
×
１
５
０
円
＝
２
，
２
５
０
円

合
計
３
，
０
０
０
円

(

税
込
み
３
，
１
５
０
円)

３.

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
の
改
正
に
つ

い
て

　
町
で
は
、
水
洗
便
所
改
造
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
、
よ
り
多

く
の
皆
様
か
ら
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

４
月
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
し
て

お
り
ま
す
。

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
限
度
額
１
戸
当
た

り
60
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に
改
正

◎
対
象
者
を
下
水
道
の
供
用
開
始

日
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す
る
方

と
し
て
い
た
が
、
３
年
以
内
の
期

限
を
撤
廃

◎
返
済
期
間
を
40
カ
月
か
ら
60
カ

月
に
改
正

※
こ
の
制
度
は
、
水
洗
化
を
希
望

す
る
方
々
を
対
象
に
、
改
造
資
金

の
融
資
を
金
融
機
関
に
あ
っ
せ
ん
し
、

融
資
額
の
利
子
全
額
を
町
が
負
担

す
る
制
度
で
す
。
あ
く
ま
で
も
、

希
望
者
と
金
融
機
関
の
契
約
と
な

り
ま
す
。
ま
だ
、
水
洗
化
を
し
て

い
な
い
世
帯
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

早
期
に
水
洗
化
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
建
設
課
上
下
水
道
班

　
1
８
７
５
¦
５
８
１
１

　
７
月
の
検
針
時
か
ら
検
針
票
に
新
た
に
口
座
振
替
さ
れ
た
方
の
領
収
書
が

つ
き
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
先
月
ま
で
は
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
領
収
証
書
が
送
付
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

送
付
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
の
引
き
落
と
し
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
納

付
書
に
て
納
付
と
な
り
ま
す
。

　
（
納
付
書
に
て
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
検
針
票
の
領
収
書
欄
に
は
記
載

さ
れ
ま
せ
ん
。
）

　
検
針
票
の
様
式
例
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
産
業
建
設
課
上
下
水
道
班
　
1
８
７
５
¦
５
８
１
１

〜
検
針
票
に
新
た
に
下
水
道
料
金
、

　
　
　
　
口
座
振
替
領
収
書
が
記
載
さ
れ
ま
す
〜

７
月
の
検
針
か
ら
検
針
票
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
様
式
が
変
わ
り
ま
す

追
加
部
分
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� 年

�区　分�中学生以下�高校生� 一　般� 計

�死　　亡� ２� ０� ９� 11

�行方不明� ０� ０� １� １

�救　　助� ４� ０� 10� 14

� 計� ６� ０� 20� 26

平成17年

01 0 0

1 ０1 1 6 223

※飲酒運転による違反（酒酔い・酒気帯び）は１件１点
　飲酒運転による事故の負傷は１件３点、死亡８点、
　その他死亡事故は１件３点で換算しています。

負傷 死亡

５月中

５月まで
の 累 計

計

事 故 件 数
平成１8年

区　分

酒

酔

い

酒
気
帯
び

前
年
同
期
順
位

順
　
　
　
　
位

飲酒運転追放等の

競争実施中

全 県�（25市町村中)�４月末�22位�→５月末�22位
男鹿・潟上・南秋�（６市町村中)�４月末�５位�→５月末�４位

八郎潟町の順位（５月末）

　
　
樹
は
老
木
に
な
る
に
従
っ
て
衰

え
て
き
ま
す
が
、
そ
の
時
思
い
切
っ

て
枝
葉
を
切
り
捨
て
る
と
勢
い
を
盛

り
返
し
ま
す
。
人
の
身
代
も
同
様
で
、

初
代
が
苦
労
し
て
財
産
を
築
い
て
も
、

年
月
が
た
つ
と
、
子
孫
は
い
つ
の
間

に
か
分
度
外
の
生
活
を
す
る
と
家
運

が
衰
え
て
く
る
。
だ
か
ら
思
い
切
っ

て
生
活
を
引
き
締
め
、
節
約
を
守
っ

て
、
社
会
の
た
め
に
用
い
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
一
家
は
永
く
繁
栄
す
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
正
月
の
か
ざ
り
物
用
と
し
て
、
各

家
庭
で
「
ゆ
ず
り
葉
」
を
供
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
新
葉
が
生
長
し

て
か
ら
古
い
葉
が
落
ち
る
。
誠
に
縁

起
の
よ
い
植
物
で
、
人
間
に
教
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
世
相
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
他
人
を
考
え
な
い
行
動
の
多

い
こ
と
で
す
。
交
通
事
故
の
大
半
は

譲
る
心
が
な
い
か
ら
で
す
。

　
財
産
、
名
誉
等
利
他
は
自
利
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

「
譲
り
の
道
は
人
道
な
り
」
尊
徳
の

言
葉
。

　
人
と
し
て
お
互
い
思
い
や
り
の
心

を
も
っ
て
生
活
す
る
。

　
諺
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
思
い
内

に
あ
れ
ば
、
形
外
に
現
る
」
全
く
そ

の
と
お
り
で
す
。
他
人
に
そ
う
し
て

も
ら
う
こ
と
を
願
う
の
で
は
な
く
、

自
分
か
ら
先
だ
っ
て
、
世
の
た
め
、

人
の
た
め
に
な
る
行
い
を
実
践
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

暗
い
世
相
に
な
る
が
故
に
、
各
自
が

そ
れ
ぞ
れ
自
覚
し
た
い
も
の
で
す
。

事
故
や
犯
罪
の
な
い
、
安
全
で
安
心

な
町
に
す
る
た
め
、
お
互
い
努
力
す

る
こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
も
の
で
す
。

（
絵
＝
安
田
敏
雄
）

み
ん
な
で
防
ご
う  

水
の
事
故

　
　
　
　
〜
高
波
や
遊
泳
禁
止
場
所
で
は
泳
が
な
い
〜

　
毎
年
、
夏
に
な
る
と
痛
ま
し
い
水
の

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
家
族
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
み
ん
な
で
声

を
か
け
あ
っ
て
水
の
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。

【
こ
ん
な
時
に
水
の
事
故
が
お
き
て

い
ま
す
】

◎
海
、
川
で
の
遊
泳
中
。
魚
釣
り
中
。

【
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
】

◎
子
ど
も
の
遊
泳
に
は
、
必
ず
保
護
者
等
が
付
き
添
い
、
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た

ら
「
危
な
い
か
ら
や
め
な
さ
い
」
と
、
は
っ
き
り
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
遊
泳
禁
止
区
域
、
又
は
悪
天
候
の
と
き
、
水
の
多
い
と
き
、
波
の
高
い
と
き

な
ど
に
は
絶
対
に
遊
泳
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
車
の
運
転
な
ど
に
よ
る
疲
労
を
十
分
に
と
り
、
飲
酒
後
の
遊
泳
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

◎
魚
釣
り
を
す
る
方
は
、
救
命
胴
衣
を
着
用
し
、
岩
場
で
は
ス
パ
イ
ク
付
き
の

ク
ツ
を
履
き
、
命
綱
の
準
備
も
し
ま
し
ょ
う
。

〜
随
想
録
〜
�

　
　
「

譲

り

合

う

心

」

10
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役場直通電話番号・メールアドレス

◆総　務　課
・総　務　班� 1875－5801
　soumu@town.hachirogata.lg.jp
・企画財政班� 1875－5802
　kikakuzaisei@town.hachirogata.lg.jp
・税　務　班� 1875－5807
　zeimu@town.hachirogata.lg.jp
・会　計　班� 1875－5804
　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆町民福祉課
・町民生活班
（窓口サービス担当）�1875－5805
（消防・交通・環境担当）�1875－5806
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp
・福祉介護班� 1875－5808
　fukushikaigo@town.hachirogata.lg.jp
・保健医療班� 1875－5813
　hokeniryou@town.hachirogata.lg.jp

◆産業建設課
・産業振興班� 1875－5803
　sangyou@town.hachirogata.lg.jp
・建　設　班� 1875－5809
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
・下 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆水　道　課
・上 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課
・学校教育班� 1875－5812
　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp
・生涯学習班(公民館)�1875－5777
　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp
・国体班(ｵﾘﾝﾋ゚ｯｸ)�1875－5500
　kokutai@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園� 1875－2734
　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局� 1875－5810
　gikai@town.hachirogata.lg.jp

●役場代表 1875－5800

<げんきっこ広場で遊ぼう>
◎日時　７月12日（水）
◎場所　八郎潟中央児童館
◎時間　午前９時30分～12時
※水遊びを楽しみましょう。着替え、
タオルの準備をお願いします。

<わくわく広場>
◎日時　７月８日（土）、22日（土）
◎場所　八郎潟保育園
◎時間　午前９時30分～11時
※保育園児と一緒に園内の遊具で遊ん
だり、戸外で砂遊びを楽しみましょう。

<わくわくウィーク>
◎日時　７月26日（水）、27日（木）、
　　　　28日（金）
◎場所　八郎潟保育園
◎時間　午前９時30分～11時
※保育園児と一緒に、水、泥んこ遊
びを楽しみませんか？
　水の感触を子ども自身の手、足、
体で感じ、心地よさを味わいましょう。

<マタニティレッスン>
◎日時　７月21日（金）
◎場所　八郎潟保育園
◎時間　午前10時～11時
※０歳児クラスの保育を見たり、人
形を使ってオムツ交換や沐浴体験が
できます。これからママ・パパにな
る方、気軽に遊びに来てください。
７月18日（月）までにご連絡ください。

◎問い合わせ先
　八郎潟保育園　1875－5172

　次により相談日を開設しますので、
お気軽にご相談ください。
○日時　７月21日（金）
　　　　午後２時～５時

○場所　一日市コミュニティ防災　
　　　センター
・行政相談員　畠山恵子
・住所　八郎潟町字一日市48
　1875－2350

◎目的
　水に触れ合いながら、ヨット・カ
ヌーの楽しさを学ぶ。
◎期間
　７月22日・29日・８月５日の３日
間。いずれも土曜日
◎時間　午後２時～４時
◎場所
　１・２回目は八郎潟町Ｂ＆Ｇ海洋
センター３回目は八郎湖で行います。
◎募集対象及び人数
　小学生（４年生以上）10人
◎受講料　３回で1,000円
◎講師　八郎潟町ヨット協会及びカ
　　　　ヌー・ヨット愛好者
◎申込方法
　電話にてオリンピック記念会館
（1875－5500）へお申し込みくだ
さい。小学校で配布される募集チラ
シでも結構です。
申し込み締切は７月10日（月）です。

◎目的
　基本的な泳法を学び、25メートル
泳ぐことを目指す。
◎期間
　８月１日・３日・８日・10日・15
日・17日の６日間
（８月第１・２・３の毎週火・木曜日）
◎時間　小学生は午後３時～４時　
一般は午後６時30分～７時30分
◎場所　八郎潟町Ｂ＆Ｇ海洋センター
◎募集対象及び人数
　・一般15人
　・小学生（３年生以上）20人
◎受講料
　小学生・一般とも６回で500円
◎講師
　文部科学大臣認定の公認水泳Ｃ級
スポーツ指導員
◎申込方法
　電話にてオリンピック記念会館
（1875－5500）へお申し込みくだ
さい。小学生の場合は、小学校で配
布される募集チラシでも結構です。
申し込み締切は７月10日（月）です。

　４月に続きに２回目の開催です。
　今回は教育をテーマにして町長と
懇談会を開催します。多くの皆様の
ご参加をお待ちしております。

○開催日時　７月１５日（土）
　　　　　　午後６時３０分～
○開催場所　ロマンの里
○主　　催　町の将来を考える会
　　　　　　代表　児玉　亮
◎問い合わせ先
　児玉歯科医院　児玉亮
　1875－2092

情
報

 

プ
ラ
ザ

地域子育て支援センター
“はっぴぃ”からのお知らせ

町長と語ろう２ｎｄ
～テーマ　教育について～

行政相談日のお知らせ

ヨット・カヌー教室開催

水泳教室開催
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（５月届出分）

◎健やかに

５・３�土橋　あゆな� 女

� （儀史・みか子）�潟上市

５・９�平塚　彩乃（あやの）�女

� （英樹・留奈子）�27区

５・20�工藤　未空（みく）� 女

� （一幸・恵）� 34区

◎ご冥福をお祈りします

５・１�千田タケノ（89歳）�25区

５・３�渡部　正一（78歳）�18区

５・４�工藤兼五郎（92歳）�20区

５・４�千葉　ミヱ（85歳）�19区

５・11�伊藤タケノ（94歳）�12区

５・12�渡部　ユキ（83歳）�15区

５・15�石井　照夫（64歳）�26区

５・16�伊藤　金作（84歳）�12区

５・21�金　　勝男（86歳）�24区

５・28�相馬　ミヨ（79歳）�６区

◇人口

� 当　月� 先月比� 昨年比

男　3,330人�（ －６人）（－46人）

女　3,844人�（ －７人）（－33人）

計　7,174人�（－13人）（－79人）

◇世帯数

　　2,477戸�（－４戸）（－４戸）

※住民基本台帳

◇出　生　  ３人（14人）〔16人〕

◇結　婚　  ０組（12組）〔６組〕

◇死　亡　 11人（30人）〔38人〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

◇交通事故件数

　物損事故�７件（41件)〔54件〕

　人身事故�１件（８件)〔10件〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

◆
預
託
状
況

　
　
（
平
成
18
年
６
月
15
日
現
在
）

５
・
29
　
匿
　
名

　
善
　
　
意
　
金
　
９，

０
０
０
円

６
・
６
・
25
区
　
千
田
平
三
郎
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
母
　
タ
ケ
ノ
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
５
０，

０
０
０
円

６
・
８
　
20
区
　
千
葉
　
英
男
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
母
　
ミ
ヱ
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
３
０，

０
０
０
円

６
・
９
　
12
区
　
伊
藤
　
堯
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
母
　
タ
ケ
ノ
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
３
０，

０
０
０
円

６
・
12
　
15
区
　
渡
部
　
眞
一
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
母
　
ユ
キ
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
３
０，

０
０
０
円

八
郎
潟
町
善
意
銀
行

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

６
／
23

八
郎
潟
町
道
路
修
繕
舗
装
工
事

・
八
郎
潟
町
全
域

・
（有）
石
幸
組

・
２，

１
４
２，

０
０
０
円

・
Ｈ
18
・
６
・
26
〜
Ｈ
18
・
９
・
５

　平成18年度排水設備工事責任技術
者の資格認定試験を下記の日程によ
り実施いたします。

◎申込み受付
　７月３日（月）～７月12日（水）
◎受験講習会　８月24日（木）
　午前９時30分～午後３時30分
◎認定試験日　９月27日（水）
　午前９時30分～12時
◎講習会及び試験会場
　秋田県ＪＡビル
◎申込書
　役場産業建設課上下水道班に備え付
けの用紙でお申し込みください。
◎受験・講習手数料　6,000円
（講習用のテキストは、受講・受験
申込み時に配布します。）
※詳細については日本下水道協会秋
田県支部にお問い合わせください。
日本下水道協会秋田県支部
1864－1427

　弁護士が相談にのります。予約制
になっていますので、お電話でご予
約ください。
◎相談日時　
　７月21日（金）
　午後１時30分～２時30分
◎場所　
　青年婦人会館ロマンの里
◎予約先及び問い合わせ先
　町社会福祉協議会
　1875－3871

◎内容
　家庭内の問題（夫婦・親子関係、
扶養、相続、遺言）、土地・建物・
金銭のもめごと、消費者金融問題、
交通事故（補償）等
◎日時　７月14日（金）
　　　　午前10時～午後３時
※当日随時受付し、順番に相談に応
じます。
◎場所　秋田簡易裁判所
◎問い合わせ先
　秋田簡易裁判所内　秋田調停協会
　1824－3121

◎日時　７月15日（土）
　　　　午後１時～２時30分
◎会場　町農村環境改善センター
◎内容
１．操縦者法に基づく遵守事項違反
　　（点数と行政処分）について
２．操縦者法に基づく試験問題（学科・
　実技）解説と合格基準について
３．旧４級・５級免許取得者プロモー
　ションシステムに依り実技免除の
　１級資格取得について
４．15歳９ヵ月から受けられる免許
　資格について
※海に学ぶタロウ塾より受講料の支
援について（対象年齢15歳９ヵ月～
20歳未満の男女）
※60歳代（ボート免許学科講師）無
料養成講座について
◎資料準備のため、参加希望者は前
　日まで電話にてお申し込みください。
◎問い合わせ・申込先
　マリンライセンス教育センター
　10234－35－1730

入

札

の

結

果

町のミニ統計（５月末現在）

排水設備工事責任技術者
資格認定試験のお知らせ

マリンライセンス教育センターによる
小型船舶免許操縦者法無料説明会の開催

法律無料相談所の開設

無料調停相談会の開催
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▲最上段の右から２番目が嶋崎さんです。

か
ね

憲　

月の行事予定7
�１日(土)�・社会を明るくする運動

� �� （～31日）

�８日(土)�・県体ウエイトリフティ

� �　ング大会� （～９日）

�23日(日)�・男鹿・潟上・南秋消防

� �　操法大会

�24日(月)�・幼・小・中夏季休業

� �（幼　～８月27日まで）

� �（小・中　

� �　　　～８月24日まで）

　
さ
て
、
先
月
号
に
書
い
た
よ
う
に
し
て
小
坂
に
着
き
ま

し
た
。

　
今
は
小
坂
に
旅
行
に
行
っ
て
き
た
な
ん
て
言
え
ば
、
「
お

前
が
だ
康
楽
館
さ
芝
居
見
に
行
っ
て
来
た
じ
が
。
」
て
笑

わ
れ
で
し
ま
う
た
て
、
あ
の
頃
の
私
た
ち
は
、
誰
も
見
た

こ
と
の
な
い
露
天
掘
り
を
見
に
行
く
ん
だ
と
胸
を
膨
ら
ま

せ
て
、
兵
隊
さ
ん
の
よ
う
に
足
並
み
揃
え
て
、
ど
ん
ど
ん

町
の
奥
の
方
へ
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　
進
ん
で
行
き
な
が
ら
、
皆
が
気
付
い
て
お
り
ま
し
た
。

進
行
方
向
の
右
側
、
東
の
方
の
山
が
す
り
鉢
の
よ
う
に
掘

り
取
ら
れ
、
山
の
頂
上
は
平
ら
を
通
り
越
し
て
、
周
囲
の

山
の
下
に
な
り
、
底
は
見
え
な
い
ほ
ど
深
く
、
一
番
底
は

小
さ
い
す
り
鉢
、
そ
の
上
に
少
し
大
き
く
底
の
無
い
す
り

鉢
、
さ
ら
に
上
に
ま
た
大
き
く
底
の
無
い
す
り
鉢
と
、
何

段
に
も
重
ね
た
よ
う
に
し
て
掘
り
下
げ
て
い
く
や
り
方
で

掘
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
下
の
す
り
鉢
と
上
の
す
り
鉢
と
の
境
の
、
段
に
な
っ
て

い
る
所
の
平
ら
な
縁
の
部
分
に
あ
る
ト
ロ
ッ
コ
の
よ
う
な

屋
根
の
無
い
貨
物
列
車
は
、
鉱
石
専
用
の
列
車
で
、
こ
れ

を
電
気
機
関
車
で
引
い
て
、
最
後
に
は
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ

り
、
地
表
に
出
て
、
今
私
た
ち
が
歩
い
て
い
る
道
路
の
ず

っ
と
左
側
を
通
っ
て
お
り
、
鉱
石
は
、
工
場
脇
の
鉱
石
置

き
場
に
山
の
よ
う
に
運
び
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
露
天
掘
り
の
実
景
色
で
し
た
。
私
の
拙
い
文
章

で
は
理
解
し
づ
ら
い
事
と
思
い
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　
「
さ
あ
、
あ
ん
た
が
た
さ
、
溶
げ
だ
銅
の
流
れ
る
所
を

見
せ
で
く
れ
る
と
言
っ
て
る
が
ら
、
あ
の
案
内
の
人
に
遅

れ
な
い
よ
う
に
。
」
と
注
意
さ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
歩
き
、

ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
高
い
音
が
す
る
大
き
な
工
場
に
着
き
ま
し
た
。

　
そ
の
工
場
は
、
長
さ
も
幅
も
学
校
の
体
操
場
の
二
倍
も

あ
り
そ
う
な
大
き
な
建
物
で
、
高
さ
も
高
く
、
周
囲
は
ぐ

る
っ
と
窓
と
出
入
り
口
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
入
っ
て
い
っ
た
入
口
の
右
側
の
奥
で
は
、
高

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
の
よ
う
な
物
の
上
に
、
造
り
酒
屋

の
桶
の
何
倍
も
太
く
て
高
い
、
真
っ
黒
い
炉
の
よ
う
な
も

の
が
、
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
物
凄
い
音
を
立
て
て
燃
え
上
が
り
、

上
の
出
口
か
ら
煙
突
に
吹
き
上
げ
る
と
い
う
か
、
吸
い
込

ま
れ
る
と
い
う
か
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で
燃
え
て
お
り
ま

し
た
。

　
そ
の
炉
の
手
前
に
は
、
よ
く
外
国
の
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン

を
醸
造
す
る
工
場
で
使
用
し
て
い
る
、
真
中
が
太
く
て
両

端
の
少
し
細
い
、
ビ
ー
ル
樽
と
同
じ
よ
う
な
形
を
し
た
、

あ
れ
の
十
倍
も
十
五
倍
も
太
く
て
、
外
側
が
鉄
で
出
来
た

大
き
な
も
の
が
横
に
な
っ
て
い
て
、
真
中
の
太
い
所
に
つ

い
た
短
い
煙
突
か
ら
火
を
吹
き
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
、
転
炉
と
い
う
溶
鉱
炉
の
一
種
で
、
鉱
石
か
ら

取
り
出
し
た
鉄
な
り
銅
な
り
の
金
属
の
品
質
を
上
げ
て
、

良
い
鋼
に
す
る
た
め
の
、
又
、
銅
な
ら
ば
銅
以
外
の
余
分

な
成
分
を
取
り
除
く
た
め
の
炉
で
、
硫
黄
な
ど
の
不
純
物

を
取
り
除
く
た
め
の
炉
だ
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、
た
ま
げ
て
見
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
う
ち
に
転
炉
が
回
り
始
め
た
の
で
す
。

　
今
ま
で
上
に
向
か
っ
て
火
を
吹
き
上
げ
て
い
た
口
が
、

前
の
ほ
う
に
回
っ
て
き
て
下
に
向
い
た
と
き
、
そ
の
口
か

ら
黄
色
く
溶
け
た
銅
が
、
私
た
ち
が
立
っ
て
見
て
い
る
前

の
土
間
に
掘
ら
れ
た
溝
を
何
本
も
枝
分
か
れ
し
な
が
ら
、

赤
や
黄
色
の
火
花
を
、
花
火
の
よ
う
に
飛
び
散
ら
し
て
流

れ
て
行
き
、
枝
の
先
の
ほ
う
に
掘
ら
れ
た
新
聞
紙
く
ら
い

の
大
き
さ
の
所
に
流
れ
て
い
く
と
、
そ
の
形
の
銅
の
板
が
、

一
度
に
何
十
枚
も
出
来
上
が
る
の
で
す
。

　
そ
れ
を
男
の
人
た
ち
が
長
い
鉄
の
テ
コ
を
使
っ
て
す
ぐ

起
こ
す
と
、
一
枚
一
枚
に
分
か
れ
た
銅
板
に
な
っ
て
、
私

た
ち
が
見
学
の
た
め
に
歩
い
て
き
た
道
路
の
方
に
重
機
で

運
ん
で
、
目
方
を
量
っ
た
り
、
検
査
を
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

　
転
炉
か
ら
銅
が
出
て
く
る
の
は
、
一
日
に
何
回
か
し
か

な
く
、
そ
れ
に
火
花
が
飛
ん
で
危
険
な
の
で
、
め
っ
た
に

見
せ
な
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
坂
駅
の
方
へ
来
る
途
中
に
、
煉
瓦
造
り
の
大
き
な
建

物
が
何
棟
か
あ
っ
て
、
中
か
ら
キ
ン
コ
ン
カ
ラ
ン
コ
、
キ

ン
コ
ン
カ
ラ
ン
コ
と
、
鉦
を
叩
い
て
音
楽
を
し
て
い
る
よ

う
な
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
ん
ま
り
不
思
議
な
の
で
、
案
内
し
て
く
れ
た
人
に
聞

い
た
ら
、
「
今
、
皆
が
見
て
き
た
銅
板
は
、
非
常
に
良
質

で
あ
る
が
、
あ
の
銅
板
の
中
に
は
ま
だ
金
が
混
入
し
て
い

る
。
金
は
値
段
も
高
い
し
大
事
な
金
属
な
の
で
、
電
気
分

解
し
て
取
っ
て
い
る
が
、
銅
板
を
溶
か
す
と
き
泡
が
出
る

の
で
、
そ
の
泡
が
付
か
な
い
よ
う
に
機
械
の
金
槌
で
叩
い

て
い
る
の
だ
。
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
　
（
つ
づ
く
）

文
・
一
日
市
＝
嶋
崎
　
利
雄

▼
６
月
20
日
、
八
郎
潟
町

で
最
後
の
銭
湯
「
村
木
の

湯
」
が
１
４
０
年
余
り
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
私
も
銭
湯
に

い
き
取
材
を
行
い
ま
し
た

が
、
常
連
の
お
客
さ
ん
は
、

い
つ
も
の
よ
う
な
会
話
が

…
。
し
か
し
、
帰
り
の
際

に
は
、
33
年
に
わ
た
り
番

台
で
い
つ
も
笑
顔
で
見
つ

め
て
き
た
村
木
明
子
さ
ん

へ
長
い
間
あ
り
が
と
う
の

感
謝
の
一
言
。
私
も
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
日
、
風
呂
に
入

り
、
閉
店
ま
で
お
り
ま
し

た
。
今
ま
で
の
歴
史
を
し

み
じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。
最
後
の
入
浴
者
と

し
て
、
私
の
記
憶
に
は
ず
っ

と
残
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
本
町
で
歴
史
あ
る
銭
湯

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

毎
日
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
も
と
よ
り
、
町
の
歴
史

も
一
つ
消
え
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
大
変
さ
み

し
く
思
い
ま
す
が
、
こ
の

歴
史
を
心
に
刻
ん
で
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
長
い
間
、
お
つ
か
れ
さ

ま
で
し
た
。
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